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2026 年 9月、幕張メッセで開催された 36th World Congress of Biomedical Laboratory 

Science（IFBLS 2026）に参加しました。本大会では、世界各国の臨床検査専門職が集まり、

研究成果や最新の検査技術、教育などについて幅広い発表と情報交換が行われました。 

富山県からは、計５演題で、私が筆頭演者のポスター発表４演題と当部小原勇貴技師の筆頭

演者でシンポジウムが発表されました。富山県から国際学会へ複数の成果を発信できたことは、

我々の研究活動を国内外に紹介するとともに、富山県内の臨床検査分野における取り組みを広

く示す機会となりました。 

IFBLS 2026（第 36 回世界医学検査学会）開会式 

 

Opening Ceremony of IFBLS 2026 — 36th World Congress of Biomedical Laboratory Science 

 開会式には敬宮愛子内親王殿下もご臨席され、臨床検査技師が日々の医療を支える重要な

役割を担っていることに加え、災害・被災地における活動にも期待を寄せるお言葉がありまし

た。世界各国の Biomedical Laboratory Scientists が集う国際学会の幕開けにふさわしい、

印象深い開会式となりました。 



発表５演題 

● A Novel Formalin Container for Safer Pathology Practice（P-5-4） 

ホルマリン曝露低減を目的とした新規容器に関する研究 

● Digital Control of Formalin Bottles（P-5-3） 

バーコードを用いたホルマリンボトルのデジタル管理に関する研究 

● Deep Ocean Water in Cytology Processing（P-6-3） 

富山湾海洋深層水の細胞診処理への応用可能性に関する研究 

● Healthcare Needs Assessment in Uzbekistann（P-11-b-2） 

ウズベキスタンにおける医療ニーズを検討した国際保健研究 

●Diagnostic Clues in Pancreatic Cytology: Ancillary Findings Suggestive of Malignancy 

（SY06-2）膵細胞診において、悪性を疑う手がかりとなる補助的な細胞所見・背景所見に関する研究 

 
P-5-3 Digital Control of Formalin Bottles 

 
P-5-4 A Novel Formalin Container for Safer 

Pathology Practice 

 

P-11-b-2 Healthcare Needs Assessment in 

Uzbekistann 

 
SY06-2 Diagnostic Clues in Pancreatic Cytology: Ancillary Findings Suggestive of 

Malignancy 

 

今回の我々富山県からの発表は、病理・細胞診、安

全管理、デジタル化、国際医療まで幅広い領域に及

びました。成果を国際学会の場で発信できたこと

は、今後の研究活動を進める上でも大きな励みとな

りました。 

 

P-6-3 Deep Ocean Water in Cytology Processing 



 

Welcome Party・懇親会での交流 

IFBLS 2026 Welcome Party では、IFBLS関係者による歓迎挨拶の後、世界各国から集まった

参加者との交流の機会が設けられました。私も IFBLS 現会長と同行されたノルウェーからの参

加者と懇談し、最後に記念撮影を行いました。Biomedical Laboratory Science という共通の

専門領域を通じて、国や地域を越えて交流できることは、国際学会の大きな魅力の一つである

と改めて感じました。 

 

IFBLS 2026 Welcome Party Gabriella Lillsunde Larsson 会長（スエーデン）挨拶 

 
座長されたた Prof. Ha との記念撮影 

 

ノルウェーからの参加者との記念撮影 

また、beer partyでは、小松京子 IFBLS副大会長率いるパソロジーバンドによる演奏を堪能し、会

場は大いに盛り上がりました。さらに、IFBLS会長をはじめとするスウェーデンからの参加者の方々と

も交流することができ、研究発表だけでなく、国際的な人的交流を深める貴重な時間となりました。 



 

 

今回の 5演題は、当部にとって大きな成果です。今回得られた知見と国際的なつながりを、

今後の臨床検査業務の改善、研究活動、そして次世代の臨床検査技師の人材育成に活かしてい

きたいと考えています。 


